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
安
吾
の
戦
国
時
代
坂
口
安
吾
（
一
九
〇
六
年
〜
一
九
五
五
年
）
は
、
日
本
の
歴
史
に
関
す
る
数
多
く
の
散
文
や
小
説
を
書
い
た
。
古
代
か
ら
中
世
・
近
世
そ
し
て
近
代
に
亘
っ
て
、
幅
広
く
構
想
さ
れ
た
小
説
に
は
未
完
の
長
編
も
あ
る
。
そ
の
作
品
形
態
は
人
称
や
分
量
も
多
様
で
あ
る
が
、
近
代
的
な
一
種
の
歴
史
物
語
と
呼
べ
る
特
質
が
あ
る
。
安
吾
の
思
想
は
、
そ
う
し
た
其
々
の
作
品
に
描
か
れ
た
歴
史
的
個
性
の
物
語
に
内
在
し
て
い
る
。
安
吾
は
戦
争
中
に
、「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」（
１５
・
７
）「
島
原
の
乱
雑
記
」（
１６
・
９
）
と
い
う
切
支
丹
史
に
関
す
る
も
の
か
ら
、
織
田
信
長
に
触
れ
た
「
鉄
砲
」（
１９
・
２
）
を
書
く
（
１
）
。
彼
の
関
心
は
切
支
丹
史
か
ら
、
次
第
に
中
世
か
ら
近
世
に
亘
る
過
度
期
戦
国
時
代
の
武
士
の
思
想
に
拡
が
っ
た
。
戦
後
は
、「
我
鬼
（
豊
臣
秀
吉
）」（
２１
・
９
）「
二
流
の
人
（
黒
田
如
水
）」（
２２
・
１
）「
家
康
」（
２２
・
１
）
と
い
う
戦
国
武
士
の
生
き
ざ
ま
を
描
く
。
そ
し
て
、「
織
田
信
長
」（
２３
・
８
）
を
経
て
、「
梟
雄
（
斎
藤
道
三
）」（
２８
・
６
）
と
い
う
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短
編
や
、「
信
長
」（
２８
・
５
）「
真
書
太
閤
記
」（
３０
・
４
）
な
ど
の
未
完
の
長
編
、
ま
た
晩
年
に
は
「
狂
人
遺
書
（
秀
吉
）」（
３０
・
１
）
が
書
か
れ
る
。
そ
う
し
た
歴
史
的
個
性
に
関
す
る
眺
望
は
、『
安
吾
新
日
本
地
理
』（
２６
・
３
〜
１２
）『
安
吾
史
譚
』（
２７
・
１
〜
７
）
の
連
作
の
中
で
も
具
体
的
に
展
開
さ
れ
た
（
２
）
。
本
稿
で
は
、
安
吾
の
思
想
を
理
解
す
る
た
め
に
、
先
ず
は
過
度
期
戦
国
時
代
の
「
梟
雄
」（
斎
藤
道
三
）・「
織
田
信
長
」・「
狂
人
遺
書
」（
豊
臣
秀
吉
）・「
家
康
」
と
い
う
代
表
的
な
戦
国
武
士
に
関
す
る
文
章
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
和
辻
哲
郎
な
ど
の
思
想
史
と
対
照
し
な
が
ら
、
安
吾
の
戦
国
武
士
の
死
生
観
を
め
ぐ
る
思
想
表
現
の
特
質
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

斎
藤
道
三
の
「
死
に
っ
ぷ
り
」
「
梟
雄
」
は
、
昭
和
二
八
年
六
月
に
『
文
藝
春
秋
』
に
発
表
さ
れ
た
。
梟
雄
と
は
、
戦
国
下
剋
上
の
悪
党
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
美
濃
の
斎
藤
道
三
の
生
い
立
ち
か
ら
、
後
半
で
は
娘
婿
の
織
田
信
長
と
の
関
係
に
も
触
れ
、
道
三
の
死
に
際
の
あ
り
よ
う
が
語
ら
れ
る
。
和
辻
哲
郎
は
『
日
本
倫
理
思
想
史
』（
三
）
の
「
第
一
章
武
士
的
社
会
の
再
建
」
で
、
戦
国
下
剋
上
に
関
し
、
そ
の
実
質
は
、
名
家
の
伝
統
や
主
家
の
権
威
が
力
を
失
い
、
実
力
が
物
を
言
い
出
し
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
支
配
し
得
る
実
力
と
は
、
決
し
て
武
芸
の
力
の
み
で
は
な
く
、「
人
々
を
心
服
せ
し
め
、
統
率
し
、
集
団
を
意
の
ま
ま
に
動
か
し
得
る
よ
う
な
人
格
の
力
、
意
志
の
力
は
、
一
層
必
要
で
あ
っ
た
」
と
説
く
（
３
）
。
実
力
や
器
量
を
兼
ね
備
え
、
頼
み
に
も
な
る
が
、
そ
の
行
為
的
特
質
が
、
い
わ
ゆ
る
「
人
格
の
力
、
意
志
の
力
」
を
悠
に
逸
脱
し
、
人
々
か
ら
悪
党
と
呼
ば
れ
た
戦
国
武
士
に
、
斎
藤
道
三
、
織
田
信
長
、
そ
し
て
松
永
久
秀
な
ど
が
い
た
。
背
後
3 坂口安吾の戦国武士の死生観（佐藤）
的
に
は
古
代
史
か
ら
の
連
続
性
の
問
題
が
あ
る
が
、
安
吾
の
日
本
史
で
情
熱
を
込
め
て
語
ら
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
戦
国
時
代
の
梟
雄
の
存
在
の
意
味
で
あ
る
（
４
）
。
周
知
の
よ
う
に
現
在
の
日
本
史
研
究
で
は
、
斎
藤
道
三
は
油
売
り
か
ら
一
代
の
下
剋
上
で
は
な
く
、
長
井
新
左
衛
門
尉
と
長
井
新
九
郎
の
親
子
二
代
に
よ
る
国
盗
り
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
六
角
承
禎
条
書
写
』（
一
五
六
〇
年
七
月
二
一
日
）
に
、
道
三
の
息
子
義
龍
の
「
祖
父
新
左
衛
門
尉
者
、
京
都
妙
覚
寺
法
花
坊
主
落
」
と
あ
り
、
道
三
の
父
の
新
左
衛
門
尉
が
妙
覚
寺
の
坊
主
で
あ
っ
た
記
載
に
よ
る
。
こ
の
発
見
の
信
憑
性
は
、
そ
れ
が
書
か
れ
た
時
期
が
、
同
年
六
月
十
二
日
の
桶
狭
間
の
戦
い
の
直
後
で
あ
り
、
道
三
が
没
し
て
四
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
事
実
に
あ
る
。
安
吾
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
頃
）
の
『
信
長
公
記
』、
ま
た
寛
永
末
期
（
一
六
二
四
年
〜
一
六
四
五
年
頃
）
に
書
か
れ
た
『
美
濃
国
諸
旧
記
』
を
踏
ま
え
、
建
前
と
し
て
は
一
代
説
を
取
っ
て
い
る
。
だ
が
、
安
吾
の
文
章
に
は
、
微
妙
に
二
代
説
を
暗
示
す
る
性
質
も
あ
る
。
そ
れ
は
松
浪
庄
五
郎
が
長
井
家
の
覇
権
を
握
っ
て
、
長
井
新
九
郎
と
改
名
し
、
さ
ら
に
斎
藤
家
を
奪
い
取
っ
て
、
斎
藤
山
城
守
利
政
と
な
り
、
後
に
剃
髪
し
て
斎
藤
山
城
入
道
道
三
と
称
し
た
時
に
、「
新
し
い
血
が
ま
た
彼
の
血
管
を
流
れ
て
い
る
。
道
三
は
そ
れ
を
本
当
に
見
つ
め
て
い
る
の
だ
。
古
い
血
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
道
三
は
そ
れ
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
言
い
、「
道
三
は
新
し
い
血
を
た
め
す
た
め
に
、
最
大
の
権
力
を
ふ
る
っ
た
。
そ
の
血
は
、
彼
の
領
内
が
掃
き
清
め
ら
れ
た
お
寺
の
院
内
の
よ
う
に
清
潔
で
あ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
」
と
執
拗
な
ま
で
に
、「
新
し
い
血
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
な
が
ら
世
代
交
代
を
示
唆
す
る
。
そ
う
し
た
血
の
繋
が
り
は
、
生
命
の
連
続
性
で
あ
り
、
一
代
に
し
ろ
二
代
に
し
ろ
同
質
の
家
の
宿
命
を
孕
ん
で
い
る
。
次
に
安
吾
の
文
章
に
即
し
て
、
道
三
の
生
涯
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
道
三
は
京
の
北
面
武
士
の
子
に
生
れ
、
仏
門
で
法
蓮
坊
と
し
て
才
覚
を
あ
ら
わ
す
。
だ
が
、
美
濃
の
長
井
家
の
子
息
の
南
陽
坊
が
妙
覚
寺
で
引
き
立
て
ら
れ
る
の
が
気
に
入
ら
ず
、
京
で
妻
を
め
と
り
、
油
売
り
に
な
る
。
そ
し
て
持
ち
前
の
器
用
さ
を
発
揮
し
て
、
独
自
専修人文論集９７号 4
な
商
法
で
金
銀
を
蓄
え
て
武
士
に
成
り
上
が
っ
た
。
そ
う
し
た
道
三
の
様
子
は
次
の
様
に
語
ら
れ
る
。
行
商
で
諸
国
を
歩
き
つ
つ
、
彼
は
諸
国
の
風
俗
や
国
情
や
政
情
な
ど
に
耳
目
を
す
ま
せ
た
。
ま
た
名
だ
た
る
武
将
の
兵
法
や
兵
器
や
軍
備
に
つ
い
て
も
調
査
と
研
究
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
一
文
銭
の
孔
に
油
を
通
す
手
錬
な
ぞ
は
余
技
だ
っ
た
。
彼
は
自
分
の
独
特
の
兵
法
を
あ
み
だ
し
た
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
革
命
的
な
独
創
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
後
日
織
田
信
長
が
わ
が
も
の
と
し
て
完
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
下
を
平
定
し
た
兵
法
で
あ
っ
た
。
元
祖
は
一
文
銭
の
油
売
り
だ
。
そ
の
兵
法
の
原
理
は
単
純
で
あ
る
。
最
も
有
利
な
武
器
の
発
見
と
そ
れ
を
能
率
的
に
使
用
す
る
兵
法
の
発
見
と
で
あ
る
。（「
梟
雄
」
２８
・
６
全
９
・
４０３
）
道
三
の
発
見
に
は
革
新
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
三
間
半
（
約
六
m
）
の
長
槍
で
あ
る
。
敵
と
丁
々
発
止
と
打
ち
合
う
に
は
不
向
き
で
も
、
正
面
衝
突
が
行
わ
れ
る
時
は
、
長
槍
は
明
ら
か
に
有
利
で
あ
る
。
長
槍
を
最
初
に
使
い
、
後
は
刀
で
接
近
戦
に
移
る
方
が
合
理
的
な
戦
い
方
で
あ
る
。
こ
の
原
理
は
槍
に
限
ら
ず
、
鉄
砲
が
伝
来
す
る
と
、
武
士
達
は
こ
の
革
命
的
な
新
兵
器
に
注
目
し
た
。
だ
が
、
鉄
砲
は
最
初
の
一
発
し
か
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
。
二
発
目
の
発
射
ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
技
術
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
道
三
は
鉄
砲
を
射
ち
ま
く
る
方
法
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
鉄
砲
組
を
三
段
に
並
べ
、
一
列
か
ら
三
列
目
が
射
つ
ま
で
に
、
最
初
の
一
列
目
の
弾
込
め
が
連
続
的
に
完
了
す
る
戦
術
で
あ
る
。
後
日
に
信
長
が
借
用
す
る
が
、
元
祖
は
斎
藤
道
三
で
あ
っ
た
。
明
智
光
秀
も
、
若
い
頃
、
兵
法
や
鉄
砲
戦
術
を
道
三
に
習
っ
た
。
道
三
は
、
や
が
て
美
濃
の
国
で
実
権
を
掌
握
し
、
斎
藤
道
三
と
名
の
り
、
領
主
の
土
岐
頼
芸
を
追
放
し
て
、
そ
の
愛
妾
を
自
分
の
妻
に
す
る
。
だ
が
、
土
岐
血
統
の
長
男
義
龍
は
、
父
道
三
と
対
立
す
る
。
そ
し
て
、
愛
す
る
末
娘
の
濃
姫
を
信
長
に
嫁
が
せ
、
道
三
と
信
長
は
富
田
の
正
徳
寺
で
面
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
安
吾
は
『
信
長
公
記
』（
首
巻
「
山
城
道
三
と
信
長
御
参
会
の
事
」）
を
踏
ま
え
て
、
5 坂口安吾の戦国武士の死生観（佐藤）
道
三
が
会
見
の
前
に
、
富
田
の
町
は
ず
れ
の
民
家
に
隠
れ
て
戸
の
隙
間
か
ら
信
長
の
通
過
を
待
っ
て
い
た
場
面
を
語
る
（
５
）
。
信
長
は
鉄
砲
弓
の
五
百
人
と
三
間
半
の
長
槍
五
百
人
の
家
来
を
殆
ど
全
部
つ
れ
て
、
木
曾
川
を
渡
っ
て
来
た
。
信
長
の
恰
好
は
猿
回
し
に
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
魂
を
込
め
た
兵
法
に
必
然
的
な
姿
で
あ
っ
た
。
袋
の
中
に
は
多
く
の
弾
と
火
薬
が
入
っ
て
い
た
。
鉄
砲
を
知
ら
な
い
人
々
は
信
長
の
こ
と
を
、
大
た
わ
け
と
称
し
た
が
、
そ
の
恰
好
は
信
長
の
道
三
に
対
す
る
暗
黙
の
顕
示
で
あ
り
、
道
三
に
は
、
そ
の
意
図
は
即
座
に
理
解
さ
れ
た
（
６
）
。
信
長
は
虎
と
豹
の
皮
を
縫
い
合
せ
た
半
袴
を
羽
織
っ
て
い
た
。
そ
の
悪
趣
味
に
道
三
は
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
。
だ
が
、
一
方
の
信
長
は
正
徳
寺
に
着
く
と
、
室
に
閉
じ
こ
も
り
、
髪
を
結
い
、
長
袴
に
美
し
い
飾
り
太
刀
を
身
に
着
け
た
。
家
来
達
も
初
め
て
見
る
信
長
の
姿
で
あ
っ
た
。『
信
長
公
記
』
の
有
名
な
場
面
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
安
吾
は
次
の
様
に
語
る
。
水
も
し
た
た
る
キ
ン
ダ
チ
姿
で
あ
っ
た
。
信
長
は
本
堂
へ
の
ぼ
る
。
ズ
ラ
リ
と
物
々
し
い
ガ
ン
ク
ビ
が
居
並
ん
で
い
る
。
知
ら
ん
フ
リ
し
て
通
り
す
ぎ
、
縁
の
柱
に
も
た
れ
て
い
た
。
や
が
て
道
三
が
ビ
ョ
ウ
ブ
の
蔭
か
ら
現
れ
て
信
長
の
前
へ
来
た
。
信
長
は
ま
だ
知
ら
ん
フ
リ
し
て
い
た
。
道
三
の
家
老
堀
田
道
空
が
―
彼
は
こ
の
会
見
の
申
し
入
れ
の
使
者
に
立
っ
て
信
長
と
は
す
で
に
見
知
り
ご
し
で
あ
る
か
ら
、
―
「
山
城
ど
の
で
す
」
と
信
長
に
云
っ
た
。
す
る
と
信
長
は
、「
デ
ア
ル
カ
」
と
云
っ
て
柱
か
ら
は
な
れ
、
シ
キ
イ
の
内
へ
は
い
っ
て
、
そ
れ
か
ら
テ
イ
ネ
イ
に
挨
拶
し
た
。
た
だ
ち
に
別
室
で
舅
と
聟
の
差
向
い
。
堀
田
道
空
の
給
仕
で
、
盃
ご
と
を
す
ま
せ
、
湯
漬
け
を
た
べ
る
。
二
人
は
一
言
も
喋
ら
な
か
っ
た
。
道
三
は
急
に
不
キ
ゲ
ン
に
な
っ
た
。
毒
を
食
っ
た
よ
う
な
顔
に
な
っ
て
、「
ま
た
、
会
お
う
」
ス
ッ
と
立
っ
て
部
屋
を
で
て
し
ま
っ
た
。（「
梟
雄
」
２８
・
６
全
９
・
４１８
）
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道
三
は
信
長
と
別
れ
て
、
自
分
の
家
来
に
「
さ
れ
ば
無
念
な
る
事
に
侯
。
山
城
が
子
供
、
た
わ
け
が
門
外
に
馬
を
繋
べ
き
事
、
案
の
内
に
て
侯
と
計
り
申
し
侯
」（『
信
長
公
記
』
首
巻
「
山
城
道
三
と
信
長
御
参
会
の
事
」）
と
言
っ
た
。
こ
の
日
を
境
に
、
道
三
と
信
長
は
そ
の
魂
か
ら
結
託
し
た
と
い
う
の
が
安
吾
の
解
釈
で
あ
る
。
信
長
が
帰
城
す
る
と
、
亡
父
の
腹
心
が
謀
反
し
て
陣
地
を
構
築
し
て
い
た
。
続
い
て
多
く
の
裏
切
り
が
起
こ
っ
た
。
彼
ら
は
道
三
が
信
長
に
見
切
り
を
つ
け
て
、
領
地
は
道
三
の
手
中
に
帰
す
る
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
兵
力
の
少
な
い
信
長
が
内
部
の
謀
反
に
対
し
て
全
軍
を
引
き
連
れ
て
討
伐
に
出
る
と
、
美
濃
の
道
三
が
部
下
に
命
じ
て
信
長
の
留
守
の
城
を
守
る
。
信
長
は
城
を
明
け
渡
し
て
謀
反
の
征
伐
に
出
掛
け
る
。
道
三
の
命
令
で
、
美
濃
の
援
兵
は
決
し
て
信
長
を
裏
切
ら
な
い
。
道
三
と
信
長
の
魂
か
ら
の
結
託
は
強
か
っ
た
。
尾
張
の
人
々
は
仕
方
な
し
に
梟
雄
の
真
心
を
信
じ
た
。
真
心
と
は
、「
よ
く
も
あ
し
く
も
、
う
ま
れ
つ
き
た
る
ま
ま
の
心
」（『
玉
勝
間
』
本
居
宣
長
）
の
こ
と
で
あ
る
。
道
三
に
や
ら
れ
る
の
は
信
長
で
は
な
く
て
、
信
長
の
敵
の
自
分
達
か
も
知
れ
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
吾
は
、
そ
う
し
た
道
三
と
信
長
と
の
真
心
か
ら
の
結
託
の
背
後
に
は
、
信
長
と
正
反
対
と
も
い
う
べ
き
義
龍
の
存
在
が
あ
っ
た
と
言
う
。
息
子
の
義
龍
を
憎
む
反
面
に
、
信
長
を
認
め
、
そ
し
て
成
上
り
者
と
し
て
死
ぬ
と
こ
ろ
が
い
か
に
も
戦
国
梟
雄
の
性
格
で
あ
る
。
安
吾
は
道
三
の
無
意
識
の
心
理
に
関
し
て
次
の
様
に
述
べ
る
。
義
龍
が
土
岐
の
血
統
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
だ
二
十
頃
か
ら
で
も
う
十
年
ち
か
く
な
る
の
で
あ
る
。
彼
が
土
岐
の
血
統
な
ら
、
道
三
は
彼
の
父
で
は
な
く
て
、
仇
で
あ
る
。
当
り
前
の
結
論
だ
。
道
三
は
自
分
の
立
身
出
世
の
た
め
に
人
を
殺
す
機
会
に
は
、
機
会
を
逃
さ
ず
、
ま
た
間
髪
を
い
れ
ず
、
人
を
殺
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
彼
は
人
の
顔
を
見
る
た
び
に
考
え
る
。
い
ま
こ
の
人
間
を
殺
す
こ
と
も
で
き
る
な
、
と
。
人
間
ど
も
が
平
気
な
顔
で
彼
と
対
座
し
て
い
る
の
が
奇
妙
な
気
持
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
オ
レ
の
心
を
見
せ
た
い
な
と
思
っ
た
。
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む
ろ
ん
義
龍
を
殺
す
機
会
は
あ
っ
た
。
非
常
に
多
く
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
有
り
う
る
。
信
長
を
殺
す
機
会
が
い
つ
で
も
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
。
い
つ
で
も
殺
せ
る
が
、
オ
ッ
ク
ウ
だ
っ
た
。
な
ん
と
な
く
、
そ
ん
な
気
持
で
す
ご
す
う
ち
に
、
今
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
そ
の
腹
心
が
堅
く
義
龍
を
と
り
ま
い
て
い
て
、
殺
す
の
も
大
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
（「
梟
雄
」
２８
・
６
全
９
・
４２１
）
義
龍
は
腹
心
を
養
成
し
、
臣
下
を
愛
し
、
真
面
目
で
、
そ
れ
は
全
て
が
道
三
と
異
な
っ
て
い
た
。
義
龍
が
土
岐
の
血
統
で
あ
る
な
ら
、
道
三
は
彼
の
父
で
は
な
く
仇
で
あ
る
。
だ
が
、
殺
す
実
力
の
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
を
決
行
し
得
る
か
否
か
と
い
う
心
理
的
に
奇
妙
な
問
題
で
あ
る
。
人
々
が
大
た
わ
け
と
噂
す
る
信
長
に
道
三
が
濃
姫
を
与
え
た
の
も
不
思
議
で
あ
る
が
、
風
変
わ
り
な
信
長
を
道
三
が
気
に
入
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
む
や
み
に
殿
様
ら
し
い
様
子
を
す
る
義
龍
と
い
う
存
在
が
あ
る
。
だ
が
道
三
は
、
義
龍
を
心
理
的
に
殺
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
に
は
何
か
宿
命
的
な
も
の
が
あ
る
。
義
龍
に
殺
さ
れ
る
の
が
心
配
で
、
対
立
的
な
信
長
を
味
方
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
予
感
か
ら
信
長
に
濃
姫
を
与
え
た
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
稲
葉
山
城
に
道
三
と
義
龍
が
長
い
間
一
緒
に
居
た
こ
と
は
実
に
奇
妙
な
事
実
で
あ
る
。
安
吾
は
断
言
を
控
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
道
三
（
長
井
新
九
郎
）
と
そ
の
父
親
（
長
井
新
左
衛
門
尉
）
と
の
間
に
葬
ら
れ
た
過
去
の
秘
密
が
あ
っ
て
、
道
三
は
そ
う
し
た
記
憶
の
呪
縛
に
苛
ま
れ
て
居
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
道
三
も
自
分
の
父
親
と
対
立
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
安
吾
は
そ
う
し
た
道
三
の
心
理
の
奥
に
踏
み
込
ん
で
、「
し
か
し
、
す
べ
て
が
、
オ
ッ
ク
ウ
だ
。
六
尺
五
寸
の
ラ
イ
病
殿
に
関
す
る
限
り
、
す
べ
て
が
オ
ッ
ク
ウ
の
一
語
に
つ
き
る
。
そ
し
て
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
、『
あ
の
化
け
者
め
に
オ
レ
の
寝
首
を
と
ら
れ
る
か
』そ
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
久
方
の
光
が
し
ず
心
な
く
降
る
が
如
く
に
、
そ
う
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
た
」
と
言
う
。
道
三
は
義
龍
を
殺
す
こ
と
を
「
オ
ッ
ク
ウ
」
に
感
じ
て
い
る
う
ち
、
つ
い
に
義
龍
と
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
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安
吾
は
親
子
の
戦
い
の
遅
延
原
因
を
「
オ
ッ
ク
ウ
」
と
い
う
片
仮
名
で
説
い
て
い
る
が
、「
億
劫
」
の
「
劫
」
と
は
、
元
来
は
期
間
の
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
古
代
イ
ン
ド
の
巨
大
な
時
間
単
位
で
あ
り
、
一
劫
の
長
さ
は
仏
典
で
は
様
々
な
比
喩
で
説
か
れ
る
。
盤
石
劫
の
比
喩
で
は
、
一
辺
が
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
立
方
体
を
し
た
硬
い
岩
を
、
柔
ら
か
い
綿
布
で
百
年
に
一
度
ず
つ
払
い
続
け
、
岩
が
よ
う
や
く
磨
滅
し
て
も
一
劫
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
。
仏
語
の
「
億
劫
」
と
は
、
面
倒
く
さ
い
と
い
う
単
な
る
日
常
心
理
で
は
な
く
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
性
が
絡
む
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
義
龍
と
の
戦
い
で
死
を
覚
悟
し
た
道
三
は
、
信
長
の
援
軍
を
あ
て
に
せ
ず
、
陣
の
近
く
へ
寄
せ
つ
け
な
か
っ
た
。
道
三
は
鶴
山
を
降
り
、
長
良
川
の
河
原
に
出
て
、
身
の
ま
わ
り
に
親
兵
だ
け
引
き
連
れ
、
一
番
前
へ
陣
取
っ
た
。
そ
の
場
面
を
安
吾
は
『
信
長
公
記
』（「
山
城
道
三
討
死
の
事
」）
を
踏
ま
え
て
次
の
様
に
描
く
。
「
鉄
砲
の
道
三
が
、
鉄
砲
ご
と
城
を
と
ら
れ
て
は
、
戦
争
ら
し
く
戦
争
を
す
る
気
持
に
な
ら
な
い
わ
さ
」
道
三
は
笑
っ
て
云
っ
た
。
「
お
手
本
に
あ
る
戦
争
を
見
せ
て
や
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
が
、
悪
党
の
死
に
ッ
ぷ
り
を
見
せ
て
や
ろ
う
」
そ
し
て
家
来
と
別
れ
る
時
に
こ
う
云
っ
た
。「
今
日
は
戦
争
を
し
な
い
の
だ
か
ら
、
オ
レ
は
負
け
や
し
な
い
ぜ
。
た
だ
死
ぬ
だ
け
だ
」
道
三
は
ヨ
ロ
イ
、
カ
ブ
ト
の
上
に
矢
留
め
の
ホ
ロ
を
か
ぶ
っ
て
、
河
原
の
一
番
前
に
床
几
を
だ
さ
せ
て
ド
ッ
カ
と
腰
か
け
た
。
敵
の
先
陣
は
竹
腰
道
塵
兵
六
百
。
河
を
渡
っ
て
斬
り
か
か
っ
た
が
、
敵
方
に
斬
り
負
け
、
道
三
は
道
塵
を
斬
り
す
て
て
、
血
刀
ふ
り
さ
げ
て
床
几
に
腰
か
け
、
ホ
ロ
を
ゆ
す
っ
て
笑
っ
た
。
つ
づ
い
て
敵
の
本
隊
が
河
を
渡
っ
て
ウ
ン
カ
の
よ
う
に
突
撃
し
、
黒
雲
の
よ
う
な
敵
の
中
で
道
三
は
ズ
タ
ズ
タ
に
斬
ら
れ
て
い
た
。（「
梟
雄
」
２８
・
６
全
９
・
４２７
）
「
主
を
き
り
聟
を
こ
ろ
す
は
身
の
お
は
り
昔
は
長
田
い
ま
は
山
城
」
と
詠
わ
れ
た
道
三
で
あ
る
。
そ
し
て
「
床
木
に
腰
を
懸
け
、
ほ
ろ
を
ゆ
す
り
満
足
」
を
一
瞬
は
味
わ
っ
た
梟
雄
に
も
、
戦
場
に
生
き
残
る
こ
と
の
「
あ
き
ら
め
」
の
悲
壮
感
が
漂
う
。
相
良
亨
は
『
日
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本
人
の
心
』
で
、「
あ
き
ら
め
」
と
「
覚
悟
」
に
関
し
て
、「『
あ
き
ら
め
』
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
一
般
的
傾
向
を
い
え
ば
、
何
も
の
か
へ
の
憧
憬
を
も
ち
つ
つ
も
、
そ
の
不
如
意
を
嘆
く
時
、
そ
の
嘆
き
の
う
ち
に
次
第
に
定
着
し
て
く
る
心
の
あ
る
安
定
で
あ
る
が
、『
覚
悟
』
は
、
不
如
意
の
嘆
き
の
た
だ
よ
い
が
、
そ
こ
に
次
第
に
あ
る
安
定
を
沈
澱
さ
せ
る
こ
と
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
不
如
意
の
嘆
き
の
う
ち
に
お
い
て
、
す
す
ん
で
自
己
制
御
的
に
断
念
を
決
意
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、『
覚
悟
』は
『
あ
き
ら
め
』
と
つ
な
が
る
。
し
か
し
『
覚
悟
』
は
、『
あ
き
ら
め
』
に
対
し
て
、
自
己
制
御
的
で
あ
り
、
積
極
的
で
あ
り
行
動
的
で
あ
る
」
（
７
）
と
説
く
。
こ
の
時
、
道
三
は
信
長
の
援
軍
を
あ
て
に
せ
ず
、
戦
力
的
に
も
孤
絶
し
て
い
た
。
河
原
の
前
に
床
几
を
だ
し
て
腰
か
け
た
道
三
に
は
、
生
へ
の
「
あ
き
ら
め
」
と
「
死
の
覚
悟
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
長
良
川
の
戦
場
と
い
う
天
地
の
間
に
、
あ
る
位
置
を
得
て
い
る
。
敵
の
先
鋒
の
竹
腰
道
塵
を
倒
し
、
道
三
は
母
衣
を
ゆ
す
っ
て
笑
っ
た
が
、
結
局
は
敵
の
本
隊
に
切
り
裂
か
れ
命
を
落
し
た
。
そ
の
「
死
に
っ
ぷ
り
」
に
は
、
道
三
の
「
億
劫
」
な
ま
で
に
「
不
如
意
な
嘆
き
」
を
断
ち
切
っ
た
死
生
観
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
梟
雄
ら
し
く
、
壮
絶
な
死
に
際
で
あ
っ
た
。

織
田
信
長
の
「
死
の
ふ
は
一
定
」
安
吾
の
信
長
へ
の
関
心
は
深
く
、
最
初
に
書
い
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
二
月
に
『
文
芸
』
に
発
表
し
た
「
鉄
砲
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
、
鉄
砲
の
威
力
的
な
使
用
法
を
最
初
に
理
解
し
た
の
は
信
長
で
あ
り
、「
そ
の
精
神
に
於
て
ま
さ
し
く
近
代
の
鼻
祖
で
あ
っ
た
が
、
直
弟
子
秀
吉
を
経
、
家
康
の
代
に
至
っ
て
近
代
は
終
り
を
告
げ
て
し
ま
っ
た
」
と
言
う
。
戦
争
中
の
時
期
に
、「
今
我
々
に
必
要
な
の
は
信
長
の
精
神
で
あ
る
。
飛
行
機
を
つ
く
れ
。
そ
れ
の
み
が
勝
つ
道
だ
」
と
当
時
の
日
本
の
精
神
主
義
を
批
判
し
た
。
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奥
野
健
男
は
安
吾
の
真
の
性
格
と
は
、「
虚
無
的
合
理
主
義
」
で
あ
り
、
透
明
な
結
晶
体
と
し
て
、
そ
の
合
理
性
と
精
神
性
と
が
統
一
し
た
人
生
観
や
世
界
観
を
形
作
っ
て
い
る
と
言
う
。
そ
れ
は
「
人
間
し
か
現
世
し
か
信
じ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
世
で
は
実
現
不
可
能
な
完
壁
な
美
、
超
越
的
な
神
秘
を
希
求
す
る
精
神
主
義
、
理
想
主
義
で
あ
る
と
同
時
に
、
救
済
や
進
歩
な
ど
信
じ
な
い
虚
無
と
孤
独
を
核
に
含
ん
だ
上
の
現
世
的
な
合
理
精
神
で
あ
り
、
健
全
な
常
識
性
」
（
８
）
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
奥
野
の
指
摘
は
安
吾
と
い
う
思
想
家
の
核
心
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
安
吾
に
と
っ
て
、
織
田
信
長
と
い
う
歴
史
的
存
在
は
、
彼
自
身
の
思
想
表
現
の
一
つ
の
重
要
な
拠
り
所
で
あ
っ
た
。
和
辻
哲
郎
は
『
鎖
国
―
日
本
の
悲
劇
―
』（
下
）
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と
フ
ロ
イ
ス
の
論
か
ら
信
長
に
関
し
て
具
体
的
に
詳
述
す
る
（
９
）
。
そ
の
こ
と
は
『
日
本
倫
理
思
想
史
』（
三
）
で
は
、
比
叡
山
の
焼
き
討
ち
や
、
伊
勢
長
島
の
一
向
一
揆
の
職
滅
、
大
坂
の
本
願
寺
へ
の
破
壊
的
行
動
を
語
っ
た
後
で
、「
そ
の
ほ
か
に
も
、
彼
の
果
断
な
態
度
を
示
し
て
い
る
の
は
、
戦
術
上
の
思
い
切
っ
た
革
新
で
あ
る
。
中
で
も
有
名
な
の
は
、
鉄
砲
隊
戦
術
の
創
設
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
。
鉄
砲
が
種
子
島
に
伝
来
し
た
の
は
一
五
四
三
年
の
信
長
が
十
才
の
時
で
あ
り
、
世
人
が
驚
い
た
の
は
、
一
五
七
五
年
の
長
篠
の
合
戦
で
あ
る
。
こ
の
時
に
信
長
は
鉄
砲
の
活
用
で
、
武
田
勝
頼
の
精
鋭
な
騎
馬
軍
団
を
壊
滅
さ
せ
た
。
鉄
砲
そ
の
も
の
は
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
戦
術
的
に
活
用
し
た
の
は
信
長
で
あ
り
、
そ
の
着
眼
は
時
流
を
抜
き
ん
出
て
い
た
と
説
く
。
ま
た
、
信
長
は
鉄
張
り
の
軍
艦
に
大
砲
を
の
せ
、
大
坂
湾
の
制
海
権
を
握
り
、
本
願
寺
を
軍
事
的
に
屈
服
さ
せ
た
。
和
辻
は
、
こ
う
し
た
諸
点
は
武
将
と
し
て
の
信
長
の
特
徴
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
英
雄
と
し
て
人
気
を
集
め
た
の
は
上
洛
後
、
も
し
部
下
の
兵
士
が
乱
暴
し
た
な
ら
ば
必
ず
知
ら
せ
よ
と
い
う
言
明
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
禁
裏
御
料
所
の
復
旧
や
、
交
通
路
の
整
備
、
楽
市
楽
座
な
ど
近
世
都
市
の
発
展
も
信
長
の
炯
眼
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
時
切
支
丹
大
名
が
栄
え
、
全
国
に
わ
た
る
切
支
丹
の
広
汎
な
伝
播
な
ど
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
和
辻
は
、「
信
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長
の
最
盛
期
に
あ
っ
て
は
、
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
と
結
び
つ
き
得
る
可
能
性
は
、
相
当
に
強
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
後
の
恐
ろ
し
い
反
動
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
実
際
の
色
彩
は
塗
り
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
実
際
の
民
衆
の
動
き
は
、
革
新
的
な
方
向
へ
も
向
か
い
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
運
命
の
岐
路
は
、
信
長
の
不
慮
の
横
死
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
歴
史
意
識
は
安
吾
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
語
り
方
に
は
個
性
的
差
異
が
あ
る
。
昭
和
二
三
年
八
月
の
『
季
刊
作
品
』
に
、
安
吾
の
「
織
田
信
長
」
が
発
表
さ
れ
る
。
こ
れ
は
鷹
狩
り
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
、
朝
廷
か
ら
綸
旨
を
受
け
取
っ
た
三
四
才
の
信
長
の
逸
話
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
松
永
久
秀
と
結
託
し
、
将
軍
足
利
義
昭
を
た
て
て
上
洛
す
る
時
期
の
信
長
の
姿
が
描
か
れ
る
。
信
長
は
朝
廷
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
天
下
布
武
へ
の
自
信
を
持
っ
た
。
し
か
し
美
濃
を
平
定
し
、
宿
敵
斎
藤
氏
を
岐
阜
か
ら
追
い
払
っ
て
も
、
武
田
信
玄
や
上
杉
謙
信
や
北
条
氏
康
と
い
う
戦
争
名
人
が
い
る
。
近
く
に
は
六
角
承
禎
、
朝
倉
義
景
、
浅
井
長
政
や
、
三
好
一
党
、
松
永
久
秀
も
い
て
、
西
に
は
毛
利
輝
元
が
い
る
。
確
た
る
自
信
は
持
て
な
い
が
、
そ
こ
へ
朝
廷
か
ら
綸
旨
が
き
た
。
信
長
も
始
め
て
多
少
の
自
信
を
発
見
し
た
が
、
さ
し
た
る
自
信
で
は
有
り
得
な
い
。
朝
廷
と
は
日
本
の
第
一
の
宗
家
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
虚
器
の
一
種
で
あ
り
、
天
下
の
政
務
は
松
永
久
秀
の
掌
中
に
あ
っ
た
。
信
長
は
虚
器
の
利
用
価
値
を
見
抜
き
、
天
下
布
武
へ
の
自
信
の
萌
し
は
掴
ん
で
も
、
ま
だ
本
当
の
自
信
を
持
つ
に
は
至
ら
な
い
。
そ
の
後
、
足
利
義
昭
が
彼
に
頼
っ
て
来
た
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
松
永
久
秀
が
、
信
長
こ
そ
天
下
に
号
令
す
べ
き
大
将
で
あ
り
、
上
洛
す
る
な
ら
自
分
が
助
力
す
る
と
言
っ
て
来
た
。
久
秀
は
信
長
の
実
力
を
見
抜
い
た
。
彼
は
次
代
を
知
り
、
天
下
の
執
政
な
ど
に
執
着
せ
ず
、
次
代
の
実
力
と
器
量
に
依
存
す
る
術
を
心
得
て
い
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
義
昭
の
依
存
の
仕
方
に
は
節
操
が
な
く
、
そ
こ
に
人
物
へ
の
信
義
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
安
吾
は
次
の
様
に
語
る
。
利
用
は
、
又
、
信
長
自
身
の
お
家
の
芸
で
も
あ
っ
た
。
然
し
、
ま
こ
と
の
悪
党
と
い
う
も
の
に
は
、
と
も
か
く
信
義
が
あ
る
。
信
専修人文論集９７号 12
長
は
悪
党
に
あ
ら
ず
、
と
言
う
な
か
れ
。
彼
は
悪
党
で
あ
る
。
一
身
を
は
り
、
投
げ
す
て
て
い
る
で
は
な
い
か
。
賭
場
の
ア
ン
チ
ャ
ン
の
ニ
セ
悪
党
と
は
違
う
。
ホ
ン
モ
ノ
の
悪
党
は
、
悲
痛
な
も
の
だ
。
人
間
の
実
相
を
見
て
い
る
か
ら
だ
。
人
間
の
実
相
を
見
つ
め
る
も
の
は
、
鬼
で
あ
る
。
悪
魔
で
あ
る
。
こ
の
悪
魔
、
こ
の
悪
党
は
神
に
参
じ
る
道
で
も
あ
る
。
（「
織
田
信
長
」
２３
・
８
全
６
・
１９９
）
安
吾
は
「
堕
落
論
」（
２１
・
４
）
の
中
で
、「
私
は
ハ
ラ
キ
リ
を
好
ま
な
い
。
昔
、
松
永
弾
正
と
い
う
老
獪
陰
鬱
な
陰
謀
家
は
信
長
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
仕
方
な
く
城
を
枕
に
討
死
し
た
が
、
死
ぬ
直
前
に
毎
日
の
習
慣
通
り
延
命
の
灸
を
す
え
、
そ
れ
か
ら
鉄
砲
を
顔
に
押
し
当
て
顔
を
打
ち
砕
い
て
死
ん
だ
。
そ
の
と
き
は
七
十
を
す
ぎ
て
い
た
が
、
人
前
で
平
気
で
女
と
戯
れ
る
悪
ど
い
男
で
あ
っ
た
。
こ
の
男
の
死
に
方
に
は
同
感
す
る
が
、
私
は
ハ
ラ
キ
リ
は
好
き
で
は
な
い
」
と
言
う
。
こ
れ
は
、「
生
き
よ
堕
ち
よ
、
そ
の
正
当
な
手
順
の
外
に
、
真
に
人
間
を
救
い
得
る
便
利
な
近
道
が
有
り
う
る
だ
ろ
う
か
」（『
同
右
』）
の
直
後
に
語
ら
れ
る
逸
話
で
あ
り
、
松
永
の
死
に
方
へ
の
同
感
は
、
安
吾
に
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
松
永
久
秀
も
織
田
信
長
も
、
そ
の
悪
党
ぶ
り
に
は
変
り
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
孤
独
な
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
奇
妙
な
信
義
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
信
長
は
義
昭
の
心
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
久
秀
の
信
義
を
信
じ
た
。
二
人
の
悪
党
に
は
奇
妙
な
友
情
が
あ
り
、
久
秀
の
信
長
依
存
の
魂
胆
は
信
長
の
自
信
に
最
大
の
安
定
を
与
え
、
そ
う
し
た
依
存
の
真
実
を
信
ず
る
こ
と
で
、
信
長
は
老
蝮
の
久
秀
を
征
服
し
た
。
信
長
と
は
信
義
を
持
っ
た
梟
雄
で
、
人
間
の
実
相
を
見
つ
め
る
魔
王
で
あ
る
。
そ
し
て
信
長
の
生
の
原
理
は
、
天
下
統
一
の
野
心
の
達
成
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
生
き
る
こ
と
自
体
が
、
命
が
け
の
遊
び
で
あ
り
、
そ
こ
に
全
て
の
魂
が
賭
け
ら
れ
て
い
た
と
説
く
。
『
信
長
公
記
』（
首
巻
「
蛇
か
え
の
事
」）
に
よ
れ
ば
、
信
長
の
領
地
に
、「
あ
ま
が
池
（
安
吾
―
ア
カ
マ
池
）
と
て
、
お
そ
ろ
し
き
蛇
池
と
申
し
伝
へ
た
る
池
」
が
あ
っ
た
。
正
月
中
旬
の
寒
い
季
節
の
夕
方
に
、
領
民
が
池
の
辺
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
黒
い
胴
体
が
堤
の
上
に
あ
り
、
首
は
堤
を
こ
え
て
池
の
中
へ
潜
っ
て
い
る
。
首
は
鹿
の
顔
の
よ
う
で
目
玉
は
光
り
、
紅
の
舌
も
輝
い
て
燃
え
て
い
た
。
領
13 坂口安吾の戦国武士の死生観（佐藤）
民
は
驚
い
て
逃
げ
帰
っ
た
。
こ
の
話
が
当
時
二
九
歳
の
信
長
の
耳
に
入
り
、
直
ち
に
領
民
を
呼
ん
で
話
を
聞
き
、
そ
の
翌
日
、
近
隣
の
百
姓
を
集
め
て
、
池
の
水
を
桶
で
掻
き
出
さ
せ
た
が
水
は
減
ら
な
い
。
そ
こ
で
信
長
は
褌
一
つ
に
な
り
、
口
に
脇
差
し
を
咥
え
て
潜
り
込
ん
だ
。
そ
れ
で
も
蛇
に
は
出
く
わ
さ
な
い
。
そ
れ
で
陸
へ
上
が
り
、
水
泳
の
達
人
に
潜
ら
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
蛇
は
居
な
い
の
で
、
清
洲
の
城
へ
引
き
上
げ
た
。
安
吾
は
こ
う
し
た
信
長
の
振
る
舞
い
を
、
日
本
流
の
大
将
の
や
る
こ
と
で
は
な
い
と
言
う
。
次
も
『
信
長
公
記
』（「
今
川
義
元
討
死
の
事
」）
の
有
名
な
場
面
で
あ
る
が
、
桶
狭
間
の
戦
い
の
時
、
未
明
の
刻
に
、
今
川
勢
が
鷲
津
と
丸
根
砦
に
攻
撃
を
始
め
た
と
の
報
告
を
聞
い
た
信
長
が
舞
い
始
め
た
の
は
、「
人
間
五
十
年
下
天
（
安
吾
―
化
転
）
の
う
ち
を
く
ら
ぶ
れ
ば
、
夢
幻
の
如
く
な
り
一
度
生
を
得
て
滅
せ
ぬ
も
の
の
あ
る
べ
き
か
」（「
敦
盛
」）
で
あ
っ
た
。
信
長
は
本
陣
の
今
川
義
元
の
首
だ
け
を
狙
っ
て
い
た
。
鷲
津
と
丸
根
砦
は
、
敵
の
勢
力
を
分
散
さ
せ
る
た
め
の
囮
で
あ
り
、
そ
こ
に
信
長
は
積
極
的
な
援
軍
は
し
な
か
っ
た
。
後
は
義
元
が
何
処
に
居
る
の
か
の
情
報
入
手
が
問
題
で
あ
っ
た
。
手
薄
に
な
っ
た
義
元
の
居
場
所
を
少
数
先
鋭
で
奇
襲
す
る
の
が
信
長
の
作
戦
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
機
密
情
報
が
内
部
か
ら
漏
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
そ
の
晩
の
作
戦
会
議
で
も
、
家
来
達
に
そ
の
こ
と
は
告
げ
な
か
っ
た
。
信
長
は
「
既
に
深
更
に
及
ぶ
の
間
、
帰
宅
侯
へ
と
」
と
家
来
達
を
返
し
た
。
彼
等
は
帰
り
道
で
、「
運
の
末
に
は
智
慧
の
鏡
も
曇
る
と
は
、
此
の
節
な
り
と
」
と
嘲
弄
し
た
。
そ
の
日
の
未
明
に
出
陣
の
信
長
に
従
っ
た
家
来
は
、
僅
か
五
騎
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
鷹
狩
り
の
遊
び
に
出
掛
け
る
態
勢
と
変
わ
ら
な
い
。
信
長
の
行
動
の
要
諦
は
、
鶴
や
雉
な
ど
の
捉
え
ら
れ
る
べ
き
獲
物
が
何
処
に
い
る
の
か
の
情
報
収
集
に
あ
っ
た
。
桶
狭
間
の
戦
い
も
情
報
戦
で
あ
る
。
敵
と
は
十
倍
近
い
人
数
の
不
利
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
長
が
勝
利
し
た
の
は
、
突
然
の
豪
雨
と
い
う
状
況
も
加
担
し
た
が
、
相
手
の
勢
力
が
分
散
し
、
大
将
の
居
場
所
が
何
処
か
の
情
報
を
入
手
し
、
そ
こ
を
先
鋭
部
隊
で
奇
襲
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
勝
褒
賞
と
し
て
信
長
は
、
敵
の
大
将
の
首
を
取
っ
た
毛
利
良
勝
よ
り
も
、
そ
の
居
場
所
を
探
り
当
て
た
簗
田
政
綱
に
多
く
の
褒
美
を
与
え
た
。
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清
洲
の
天
沢
と
い
う
坊
さ
ん
が
、
甲
斐
を
通
っ
た
時
、
武
田
信
玄
は
天
沢
を
自
分
の
館
へ
呼
ん
で
、
信
長
と
は
ど
ん
な
男
か
と
聞
い
た
（『
信
長
公
記
』「
天
沢
長
老
物
か
な
り
の
事
」）。
そ
こ
で
天
沢
は
朝
晩
馬
に
乗
り
、
鉄
炮
や
弓
や
兵
法
を
習
う
の
が
日
課
で
、
家
来
達
と
鷹
狩
り
を
す
る
こ
と
を
話
し
た
。
そ
れ
は
、「
鷹
野
の
時
は
、
廿
人
、
鳥
見
の
衆
と
申
す
事
申
し
付
け
ら
れ
、
二
里
、
三
里
御
先
へ
罷
り
参
り
侯
て
、
あ
そ
こ
の
村
、
爰
の
在
所
に
、
鴈
あ
り
、
鶴
あ
り
と
、
一
人
鳥
に
付
げ
置
き
、
一
人
は
注
進
申
す
事
侯
」
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
情
報
入
手
の
仕
方
を
聞
い
て
、
信
玄
は
、「
信
長
の
武
者
を
し
ら
れ
侯
事
、
道
理
に
て
侯
」
と
、
そ
の
戦
が
巧
い
こ
と
を
納
得
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
安
吾
は
、『
信
長
公
記
』
の
「
蛇
か
え
の
事
」「
今
川
義
元
討
死
の
事
」「
天
沢
長
老
物
か
な
り
の
事
」
な
ど
の
逸
話
の
意
味
を
点
検
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
実
証
精
神
や
行
動
力
は
、
命
が
け
の
科
学
す
る
魂
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
好
奇
心
の
強
い
信
玄
に
も
理
解
出
来
な
か
っ
た
と
説
く
。
そ
し
て
「
織
田
信
長
」
の
副
題
に
も
あ
る
が
、
信
長
の
好
き
な
小
唄
「
死
の
ふ
は
一
定
、
し
の
び
草
に
は
何
を
し
よ
ぞ
、
一
定
か
た
り
を
こ
す
よ
の
」（「
天
沢
長
老
物
か
な
り
の
事
」）
に
は
、
彼
の
死
生
観
の
精
髄
が
あ
る
と
見
な
す
（
１０
）
。
そ
れ
を
安
吾
は
次
の
様
に
言
う
。
一
皮
め
く
れ
ば
、
死
の
ふ
は
一
定
、
そ
れ
が
彼
の
全
部
で
あ
り
、
天
下
の
如
き
は
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
い
つ
死
ん
で
も
よ
か
っ
た
し
、
い
つ
ま
で
生
き
て
い
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
つ
死
ん
で
も
よ
か
っ
た
信
長
は
、
そ
の
故
に
生
と
は
何
も
の
で
あ
る
か
、
最
も
よ
く
知
っ
て
い
た
。
生
き
る
と
は
、
全
的
な
る
遊
び
で
あ
る
。
す
べ
て
の
苦
心
経
営
を
、
す
べ
て
の
勘
考
を
、
す
べ
て
の
魂
を
、
イ
ノ
チ
を
か
け
た
遊
び
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
時
間
が
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
信
長
は
悪
魔
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
最
後
の
哲
理
に
完
ペ
キ
に
即
し
た
人
で
あ
っ
た
か
ら
。（「
織
田
信
長
」
２３
・
８
全
６
・
２１６
）
安
吾
が
言
う
所
の
「
最
後
の
哲
理
」
と
は
、「
死
の
ふ
は
一
定
」
と
い
う
生
死
一
如
の
禅
機
の
は
た
ら
き
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
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そ
し
て
「
織
田
信
長
」
の
最
後
で
、
松
永
久
秀
と
の
友
情
が
如
何
に
育
ち
、
如
何
に
破
れ
る
か
を
問
い
掛
け
る
。
初
出
雑
誌
の
目
次
に
は
、「
織
田
信
長
（
第
一
回
）」
と
あ
る
。
同
じ
く
末
尾
に
は
（
未
完
）
と
あ
り
、
続
編
が
書
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
安
吾
の
突
然
死
に
よ
り
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
つ
の
実
証
の
た
め
に
生
命
を
賭
し
て
も
平
気
な
「
死
の
ふ
は
一
定
」
と
は
、
す
な
わ
ち
安
吾
自
身
が
希
求
し
た
生
き
方
で
あ
っ
た
。

豊
臣
秀
吉
の
「
遺
書
」
和
辻
哲
郎
の
『
日
本
倫
理
思
想
史
』（
三
）
は
、
秀
吉
に
関
し
て
、「
彼
は
永
年
信
長
の
側
に
あ
っ
て
そ
の
成
功
の
コ
ツ
を
呑
み
込
ん
で
お
り
、
し
か
も
そ
の
気
宇
と
度
量
と
は
信
長
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。
炯
眼
明
敏
の
点
に
お
い
て
は
信
長
に
及
ば
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
未
来
へ
の
見
透
し
や
事
業
の
輪
郭
は
、
す
で
に
信
長
が
立
て
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
信
長
よ
り
も
一
層
大
き
い
度
量
を
も
っ
て
、
遂
行
し
切
っ
た
」
と
言
う
。
こ
う
し
た
和
辻
の
「
武
士
的
社
会
の
再
建
」
に
関
す
る
歴
史
叙
述
は
明
快
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
秀
吉
の
死
に
際
の
曖
昧
な
心
理
感
覚
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
辞
世
の
「
露
と
落
ち
露
と
消
え
に
し
我
が
身
か
な
浪
花
の
事
は
夢
の
ま
た
夢
」
に
は
、
夢
の
中
で
夢
を
見
て
い
る
は
か
な
い
生
涯
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
同
時
に
彼
自
身
の
死
後
、
滅
び
ゆ
く
豊
臣
家
へ
の
烈
し
い
不
安
感
が
現
出
す
る
。
安
吾
が
自
ら
の
現
存
を
賭
け
て
試
み
た
の
は
、
そ
う
し
た
秀
吉
の
内
奥
の
危
う
い
心
理
感
覚
の
表
現
で
あ
る
。
「
狂
人
遺
書
」
は
『
中
央
公
論
』
に
昭
和
三
十
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
秀
吉
の
遺
書
と
い
う
形
式
で
、
一
人
称
の
語
り
で
あ
る
。
こ
の
文
章
に
は
安
吾
自
身
の
遺
書
の
よ
う
な
緊
迫
感
が
あ
る
。
切
支
丹
史
の
文
献
か
ら
辿
っ
て
、
信
長
や
秀
吉
へ
と
突
き
当
た
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り
、
そ
れ
ら
の
武
士
が
命
を
賭
け
て
行
動
し
た
自
己
認
識
が
、
安
吾
自
身
の
心
を
捉
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
の
対
象
認
識
は
、
ま
る
で
自
己
認
識
で
あ
る
か
の
よ
う
な
思
想
表
現
の
特
質
が
あ
る
。
壇
一
雄
は
『
小
説
坂
口
安
吾
』
で
、
こ
う
し
た
創
造
過
程
の
問
題
に
関
し
て
、「
安
吾
の
自
己
認
識
と
自
己
拡
大
の
異
常
な
自
恃
は
、
こ
れ
ら
の
天
才
達
の
史
譚
を
ひ
っ
と
ら
え
て
き
て
、
遂
に
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
重
大
だ
か
ら
詳
説
し
て
お
く
が
、
安
吾
は
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
な
ど
と
思
っ
て
い
や
し
な
い
。
単
刀
直
入
、
信
長
、
秀
吉
、
家
康
の
内
フ
ト
コ
ロ
に
飛
び
入
っ
て
、
己
を
た
し
か
め
、
己
に
う
な
ず
く
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
」
（
１１
）
と
指
摘
す
る
。
安
吾
は
自
由
や
無
限
の
空
虚
を
知
っ
て
、
そ
の
中
で
命
を
賭
け
て
遊
べ
る
表
現
者
で
あ
る
。
そ
う
し
た
自
己
の
無
限
の
自
由
の
淋
し
さ
や
狂
気
を
秀
吉
の
内
面
的
心
理
に
も
確
か
め
て
行
く
。「
狂
人
遺
書
」
の
大
筋
を
辿
り
な
が
ら
、
そ
の
思
想
表
現
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
目
的
は
明
と
の
貿
易
再
開
で
あ
っ
た
。
そ
の
利
益
に
よ
っ
て
、
他
の
大
名
と
の
間
に
明
確
な
落
差
を
付
け
た
か
っ
た
。
だ
が
、
明
と
の
対
等
な
貿
易
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
武
力
行
使
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
小
西
行
長
の
外
交
能
力
を
使
い
、
朝
鮮
を
用
い
て
明
に
認
識
を
あ
ら
た
に
さ
せ
る
し
か
な
い
。
だ
が
、
脅
か
し
の
つ
も
り
が
本
当
に
朝
鮮
征
伐
や
大
明
征
伐
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
皆
は
秀
吉
の
こ
と
を
僅
か
三
才
の
鶴
松
を
亡
く
し
、
気
が
狂
っ
た
と
言
う
。
本
人
は
大
陸
出
兵
を
早
く
終
わ
ら
せ
て
、
無
駄
に
一
兵
を
も
損
い
た
く
な
い
と
念
じ
て
い
る
。
秀
吉
は
、
明
と
対
等
の
貿
易
を
し
た
最
初
の
人
間
と
し
て
評
価
し
て
欲
し
か
っ
た
。
彼
自
ら
作
り
上
げ
た
虚
構
に
、
彼
自
身
が
酔
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
、
大
陸
出
兵
の
実
現
を
信
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
江
戸
に
移
転
し
た
家
康
は
、
水
を
得
た
魚
の
よ
う
で
あ
る
。
家
康
は
律
儀
に
振
る
舞
い
、
秀
吉
が
信
長
に
対
し
た
よ
う
に
、
家
康
は
秀
吉
に
対
し
て
い
る
の
が
実
に
不
気
味
で
あ
る
。
予
想
外
に
も
、
戦
争
は
偶
発
的
に
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
。
和
平
交
渉
に
際
し
て
も
、
内
と
外
の
使
い
分
け
が
何
と
も
や
や
こ
し
い
。
そ
ん
な
時
に
、
思
い
が
け
ず
秀
頼
が
生
ま
れ
た
。
だ
が
甥
の
秀
次
は
関
白
の
地
位
を
秀
頼
に
返
せ
ば
い
い
の
に
、
そ
う
し
な
い
。
秀
吉
は
、
秀
頼
と
秀
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次
の
娘
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
秀
次
は
無
視
し
た
。
こ
う
な
れ
ば
秀
次
の
一
族
全
部
を
抹
殺
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
秀
頼
の
こ
と
を
思
え
ば
こ
そ
で
あ
る
。
や
が
て
朝
鮮
か
ら
諸
大
名
が
帰
還
し
、
そ
の
悲
惨
な
姿
に
接
し
て
、
大
陸
出
兵
は
失
敗
だ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
秀
吉
は
病
気
に
な
り
、
死
の
予
感
に
苛
ま
れ
る
。
死
後
の
秀
頼
の
こ
と
が
何
よ
り
も
不
安
で
あ
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
初
め
か
ら
大
陸
出
兵
に
反
対
だ
っ
た
家
康
に
人
々
の
期
待
が
集
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
秀
吉
は
、
自
ら
の
死
後
の
汚
名
と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
収
拾
す
る
の
は
家
康
と
い
う
世
間
の
人
々
の
心
の
動
き
を
、
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
秀
吉
の
心
理
を
安
吾
は
次
の
様
に
語
る
。
江
戸
大
納
言
は
律
儀
な
人
だ
。
誠
意
の
人
だ
。
忠
実
な
人
だ
。
裏
切
ら
ぬ
人
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
も
所
詮
オ
レ
が
生
き
て
い
る
う
ち
だ
け
で
あ
ろ
う
。
オ
レ
も
律
儀
で
誠
実
で
異
心
が
な
く
て
忠
実
な
家
来
で
あ
っ
た
が
、
信
長
公
が
死
ん
だ
あ
と
で
は
そ
の
子
の
信
雄
を
だ
ん
だ
ん
素
裸
に
し
て
秋
田
へ
追
い
や
り
、
そ
の
秋
田
の
領
地
も
ま
た
ま
き
あ
げ
て
今
で
は
オ
レ
の
お
伽
衆
で
は
な
い
か
。
だ
が
オ
レ
は
信
長
公
の
よ
う
に
ま
だ
戦
乱
の
最
中
に
不
慮
の
死
を
と
げ
た
の
と
は
ち
が
う
。
と
も
か
く
秀
頼
に
跡
を
ゆ
ず
り
天
下
を
ゆ
ず
っ
て
死
ぬ
の
だ
。
オ
レ
は
五
大
老
、
五
奉
行
を
枕
頭
に
よ
ん
で
秀
頼
を
ま
も
り
秀
頼
の
天
下
を
助
け
て
違
背
あ
る
ま
じ
き
旨
、
天
地
神
明
に
誓
っ
て
誓
紙
に
書
か
せ
血
判
を
捺
し
て
も
ら
っ
た
。血
し
ぶ
き
は
全
紙
に
と
び
ち
り
ポ
タ
ポ
タ
お
ち
た
。（「
狂
人
遺
書
」
３０
・
１
全
１０
・
５８０
）
秀
吉
は
家
康
や
利
家
の
手
を
握
り
、「
頼
み
ま
す
る
ぞ
。
頼
み
ま
す
る
ぞ
。」
と
願
う
。
秀
吉
は
下
剋
上
の
時
代
を
、
持
ち
前
の
実
力
と
器
量
に
よ
っ
て
太
閤
関
白
に
ま
で
成
り
上
が
っ
た
。
だ
が
、
自
ら
の
死
後
の
こ
と
は
覚
束
ず
、
そ
う
し
た
不
安
な
心
理
か
ら
有
力
者
に
頼
む
し
か
な
か
っ
た
。
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相
良
亨
は
『
武
士
の
思
想
』
で
、「
器
量
は
頼
も
し
さ
で
あ
る
。
頼
も
し
さ
は
、
頼
み
頼
ま
れ
る
人
間
関
係
を
背
後
に
も
つ
時
に
生
き
て
働
く
言
葉
で
あ
る
。
頼
む
と
は
、
ま
ず
己
に
願
望
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
願
望
が
そ
の
人
に
頼
む
時
に
遂
げ
ら
れ
る
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
頼
も
し
さ
と
は
、
か
か
る
期
待
を
実
現
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
能
力
が
予
想
さ
れ
る
時
に
使
わ
れ
る
。
戦
国
時
代
の
人
間
関
係
は
、
ま
さ
に
こ
の
頼
み
頼
む
、
関
係
に
あ
っ
た
」
（
１２
）
と
言
う
。
そ
れ
は
下
が
上
に
頼
む
だ
け
で
は
な
く
、
上
が
下
に
頼
む
こ
と
や
同
輩
の
間
に
も
あ
る
。
戦
国
武
士
の
人
間
関
係
の
特
色
は
、
そ
の
上
下
関
係
も
頼
み
頼
む
相
互
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
秀
吉
に
関
し
て
、「『
只
今
ま
で
肩
を
並
べ
た
る
傍
輩
』
の
間
に
あ
っ
て
、『
天
下
人
』
と
し
て
の
位
置
を
き
ず
く
た
め
に
は
、
下
手
に
出
る
方
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
彼
は
そ
れ
を
な
し
え
た
の
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
は
関
白
太
政
大
臣
の
権
威
を
か
ざ
し
、
他
方
で
は
、
従
来
の
観
念
を
打
破
し
た
挙
に
出
て
、
秀
吉
は
天
下
人
と
し
て
の
地
歩
を
き
ず
き
あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
死
に
臨
ん
で
は
、
あ
と
を
『
頼
む
、
頼
む
』
と
家
康
ら
に
哀
願
す
る
以
外
に
す
べ
が
な
か
っ
た
」（「
同
右
」）
の
で
あ
る
。
前
田
利
光
が
生
き
て
い
る
う
ち
は
家
康
も
事
が
起
こ
せ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
秀
吉
に
は
そ
れ
も
不
安
で
あ
る
。
小
西
行
長
も
石
田
光
成
も
、
戦
争
な
ど
は
し
な
い
で
貿
易
は
再
開
で
き
る
と
言
っ
た
の
に
、
気
が
ふ
れ
て
愚
か
な
戦
争
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。
安
吾
は
秀
吉
の
心
理
の
核
心
に
は
、「
虚
勢
、
見
栄
。
オ
レ
の
至
ら
ぬ
た
め
で
あ
る
。
む
や
み
に
威
勢
を
み
せ
た
が
る
よ
う
な
オ
レ
の
虚
勢
と
見
栄
が
知
ら
ず
知
ら
ず
オ
レ
を
か
り
た
て
て
こ
の
破
滅
を
生
ん
だ
の
だ
」（「
狂
人
遺
書
」）
と
い
う
自
問
が
あ
っ
た
と
見
な
す
。
病
床
の
秀
吉
は
大
陸
の
兵
隊
の
何
万
と
い
う
幽
霊
の
夢
と
、
誰
も
助
け
に
く
る
人
も
な
く
一
人
で
泣
き
叫
ん
で
い
る
秀
頼
の
夢
を
見
た
。
秀
吉
は
誇
大
妄
想
と
同
時
に
合
理
主
義
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
安
吾
の
「
虚
無
的
合
理
主
義
」
は
、
そ
う
し
た
今
は
の
際
に
あ
っ
た
秀
吉
的
不
安
の
心
理
性
と
振
動
す
る
。
晩
年
の
安
吾
に
は
思
い
が
け
ず
息
子
の
綱
雄
が
産
ま
れ
、
幼
い
子
供
を
愛
し
、
迷
う
自
分
を
知
る
。
そ
の
心
理
が
、
晩
年
に
秀
頼
を
得
て
、
こ
の
子
の
た
め
に
豊
臣
家
の
権
力
を
維
持
さ
せ
よ
う
と
思
い
、
愚
か
な
対
外
戦
争
を
仕
出
か
し
た
秀
吉
の
心
理
と
交
錯
す
る
。
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そ
の
こ
と
は
「
狂
人
遺
書
」
の
結
末
部
分
に
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。
皆
々
は
オ
レ
を
タ
ワ
ケ
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
兵
隊
の
こ
と
が
心
配
な
ら
な
ぜ
今
す
ぐ
に
命
令
を
だ
し
て
ひ
き
あ
げ
る
よ
う
に
さ
せ
な
い
の
か
、
と
。
そ
こ
が
オ
レ
の
恥
さ
ら
し
の
と
こ
ろ
だ
。
虚
勢
と
見
栄
。
む
や
み
に
威
勢
を
見
せ
た
い
バ
カ
。
そ
の
た
め
に
こ
の
無
慙
な
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
せ
め
て
オ
レ
の
息
あ
る
う
ち
は
こ
の
バ
カ
を
続
け
さ
せ
て
く
れ
。
オ
レ
の
一
生
の
見
栄
と
虚
勢
を
通
さ
せ
て
く
れ
。
身
動
き
も
め
ん
ど
う
な
死
病
の
床
で
は
な
お
さ
ら
虚
勢
と
見
栄
が
通
し
た
い
。
そ
の
代
り
い
ま
わ
の
時
に
は
ク
ワ
ッ
と
目
を
ひ
ら
い
て
必
ず
云
う
ぞ
。
朝
鮮
の
兵
隊
た
ち
を
た
の
む
ぞ
と
。
一
兵
も
殺
す
こ
と
な
く
日
本
へ
帰
る
よ
う
に
し
て
や
っ
て
く
れ
と
。
そ
し
て
神
々
も
照
覧
あ
れ
秀
頼
の
名
は
決
し
て
云
わ
ぬ
ぞ
。（「
狂
人
遺
書
」
３０
・
１
全
１０
・
５８２
）
秀
吉
の
死
に
際
の
一
人
称
の
自
己
分
析
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
「
狂
人
遺
書
」
は
、
極
め
て
独
創
的
な
思
想
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
章
に
は
安
吾
自
身
の
現
存
の
意
味
が
賭
け
ら
れ
た
衝
迫
力
が
あ
る
。
彼
は
こ
の
作
品
を
書
く
こ
と
で
、
新
た
な
思
想
的
飛
躍
を
実
現
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
書
く
こ
と
は
、
全
身
全
霊
の
精
力
を
使
い
果
た
し
、
彼
の
命
を
縮
め
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

徳
川
家
康
と
い
う
「
命
を
は
る
人
」
「
家
康
」
は
、『
新
世
代
』
に
昭
和
二
二
年
一
月
に
発
表
さ
れ
、「
織
田
信
長
」（
２３
・
８
）
や
「
狂
人
遺
書
」（
３０
・
１
）
よ
り
も
時
期
は
早
い
。
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安
吾
の
最
初
の
歴
史
物
語
は
、
昭
和
十
九
年
一
月
の
『
現
代
文
学
』
の
「
黒
田
如
水
」
で
、
対
象
の
懐
中
に
飛
び
込
む
と
言
う
点
で
は
、
最
も
共
感
し
得
る
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
二
流
の
人
」
と
し
て
昭
和
二
十
年
に
書
き
継
が
れ
、
昭
和
二
二
年
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
織
田
信
長
」「
信
長
」「
家
康
」「
梟
雄
」「
真
書
太
閤
記
」「
狂
人
遣
書
」
な
ど
の
萌
芽
が
あ
る
（
１３
）
。
安
吾
は
家
康
と
は
所
謂
「
狸
オ
ヤ
ジ
」
で
、
そ
の
天
下
取
り
に
は
不
手
際
が
多
い
と
言
う
。
そ
し
て
豊
臣
と
徳
川
と
並
列
状
態
で
、
天
下
取
り
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
、
源
頼
朝
の
歴
史
的
条
件
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
安
吾
に
「
源
頼
朝
」（『
安
吾
史
譚
』
２７
・
７
）
の
文
章
が
あ
る
。
遊
女
屋
に
匿
わ
れ
た
頼
朝
が
、
平
家
の
侍
に
捕
え
ら
れ
、
六
波
羅
へ
送
ら
れ
て
死
罪
と
な
る
時
、
頼
朝
を
捕
え
た
平
家
の
侍
が
、
命
が
助
か
り
た
い
と
思
わ
な
い
か
と
聞
い
た
。
そ
の
時
、
十
四
才
の
頼
朝
は
、「
戦
に
負
け
て
父
も
兄
弟
も
み
ん
な
死
ん
だ
か
ら
、
オ
レ
は
イ
ノ
チ
が
助
か
り
た
い
。
坊
主
に
な
っ
て
死
ん
だ
父
の
後
世
を
弔
い
た
い
」
と
答
え
た
。
一
見
素
通
り
し
て
し
ま
い
そ
う
な
言
葉
の
遣
り
取
り
で
あ
る
が
、
安
吾
は
こ
の
頼
朝
の
返
答
に
、
か
な
り
拘
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
な
ん
と
な
く
約
束
の
違
っ
た
よ
う
な
理
屈
が
お
も
し
ろ
い
。
戦
に
負
け
て
父
も
兄
弟
も
み
ん
な
死
ん
だ
か
ら
と
云
い
だ
し
た
か
ら
、
オ
レ
も
死
に
た
い
と
テ
ッ
キ
リ
云
う
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
オ
レ
は
イ
ノ
チ
が
助
か
り
た
い
、
坊
主
に
な
っ
て
父
の
後
世
を
弔
い
た
い
、
と
云
う
。
十
四
の
小
僧
の
く
せ
に
ヒ
ネ
ク
レ
た
考
え
方
を
す
る
奴
さ
ね
。
考
え
方
と
い
う
よ
り
も
、
言
い
方
、
表
現
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、「
戦
に
負
け
て
親
兄
弟
み
ん
な
死
ん
だ
か
ら
、
な
ん
の
タ
ノ
シ
ミ
が
あ
っ
て
こ
の
世
に
生
き
永
ら
え
て
候
う
べ
き
」
で
は
な
く
、「
オ
レ
は
イ
ノ
チ
が
助
か
り
た
い
」
と
答
え
た
頼
朝
の
こ
と
を
、
甚
だ
し
く
素
直
だ
と
言
う
。
伊
豆
の
蛭
ヶ
小
島
で
頼
朝
は
、
そ
れ
か
ら
の
二
十
年
間
を
念
仏
三
昧
に
暮
し
た
。
徳
川
家
康
の
場
合
は
、
一
向
一
揆
と
戦
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、「
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
」
を
み
ず
か
ら
の
馬
印
に
用
い
て
、
大
坂
の
陣
後
の
晩
年
は
、
日
々
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
き
綴
っ
た
。
切
実
に
命
が
助
か
り
た
い
と
は
、
生
の
現
在
的
な
場
面
で
、「
命
を
は
る
」
こ
と
と
紙
一
重
で
あ
り
、
そ
れ
は
生
と
死
の
境
界
線
上
の
願
望
で
あ
る
。
家
康
は
歴
史
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
そ
う
し
た
頼
朝
の
生
存
の
真
実
を
彼
自
身
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
た
。
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家
康
は
戦
国
時
代
に
疲
弊
し
た
諸
大
名
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
で
天
下
人
と
な
っ
た
。
彼
の
律
儀
な
性
格
は
、
今
川
と
の
同
盟
を
守
っ
た
父
広
忠
の
原
理
を
踏
襲
し
て
い
る
。
律
儀
で
小
心
な
の
が
家
康
の
性
格
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
天
下
人
に
相
応
し
く
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
偶
然
と
も
言
う
べ
き
幸
運
に
出
会
っ
て
、
時
代
の
先
端
に
立
っ
た
時
に
欲
が
出
た
。
安
吾
自
身
が
生
前
は
時
代
の
流
行
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
家
康
的
な
も
の
を
、
流
行
作
家
が
一
時
的
に
持
て
囃
さ
れ
る
こ
と
に
例
え
る
。
そ
し
て
徳
川
政
権
の
保
守
性
や
形
式
主
義
に
は
否
定
的
で
も
、
家
康
に
関
し
て
は
相
反
両
立
の
矛
盾
し
た
思
念
を
抱
い
て
い
る
。
和
辻
は
『
日
本
倫
理
思
想
史
』（
三
）
で
、
家
康
は
秀
吉
の
政
治
的
統
一
と
保
守
的
社
会
構
成
を
巧
み
に
安
定
さ
せ
た
英
雄
で
あ
り
、
秀
吉
に
は
信
長
の
開
拓
的
精
神
の
継
続
が
あ
る
が
、
家
康
は
秀
吉
の
保
守
的
な
面
を
受
け
継
ぎ
、
そ
れ
を
地
味
に
、
堅
実
に
達
成
し
た
と
言
う
。
そ
れ
は
彼
が
源
頼
朝
と
い
う
歴
史
的
存
在
に
学
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
信
長
や
秀
吉
の
三
十
年
余
り
の
制
覇
の
間
に
彼
が
努
め
て
い
た
こ
と
は
、
天
下
統
一
で
は
な
く
、
徳
川
家
の
勢
力
の
揺
る
が
な
い
根
抵
を
固
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
鎌
倉
時
代
以
来
の
古
い
伝
統
の
武
士
的
主
従
関
係
の
保
持
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
伝
統
破
壊
の
勢
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
河
に
お
い
て
は
、「
御
慈
悲
」「
御
武
辺
」「
御
情
け
」「
御
恩
」
と
い
う
伝
統
が
生
き
続
け
て
い
た
。
『
武
士
道
の
逆
襲
』
で
菅
野
覚
明
は
、「
御
慈
悲
」
と
「
御
恩
」
に
関
し
て
、「
通
常
、
主
君
が
主
君
と
し
て
家
臣
に
与
え
る
も
の
は
、
働
き
に
相
応
し
た
知
行
や
金
銀
で
あ
る
。（
中
略
）
だ
が
、
主
君
は
と
き
に
、
与
え
る
理
由
の
な
い
者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
与
え
る
必
要
が
な
い
の
に
、
何
物
か
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
、
は
み
出
し
た
部
分
の
贈
与
、
通
常
を
超
え
た
贈
与
の
こ
と
を
、『
三
河
物
語
』
は
、「
慈
悲
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
（
１４
）
と
説
く
。
主
君
か
ら
、
思
い
が
け
な
い
贈
与
と
し
て
の
「
慈
悲
」
を
受
け
た
時
、
家
臣
に
は
、
そ
の
「
御
恩
」
に
報
い
る
に
は
日
常
を
超
え
た
何
か
に
よ
る
ほ
か
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
捨
て
身
の
御
奉
公
の
覚
悟
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
た
。
家
康
は
こ
う
し
た
主
従
関
係
を
大
切
に
培
い
、
つ
い
に
そ
の
譜
代
の
家
臣
達
を
譜
代
大
名
に
ま
で
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
安
吾
は
家
康
は
確
か
に
保
守
家
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
時
節
な
ら
ば
何
事
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
考
え
だ
と
言
う
。
秀
吉
に
参
じ
て
拝
賀
す
る
の
は
些
細
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
家
康
の
存
在
に
関
し
て
次
の
様
に
述
べ
る
。
こ
の
ま
ま
い
つ
死
ん
で
も
そ
れ
で
よ
し
、
そ
う
い
う
肚
の
非
常
に
ハ
ッ
キ
し
た
家
康
で
、
そ
う
い
う
太
々
し
い
処
世
の
骨
が
あ
っ
た
か
ら
、
野
心
家
の
よ
う
に
あ
く
せ
く
し
な
い
が
、
底
の
知
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
で
古
狸
な
ど
と
思
は
れ
る
が
、
根
は
律
儀
で
、
た
だ
い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
い
う
度
胸
の
生
み
だ
し
た
怪
物
的
な
影
が
に
じ
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
い
う
最
後
の
度
胸
は
す
わ
っ
て
い
た
が
、
平
常
の
家
康
は
お
人
好
し
で
、
小
心
な
男
で
あ
っ
た
。
彼
は
五
十
ぐ
ら
い
の
年
配
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
、
た
と
え
ば
近
臣
が
何
か
の
変
事
を
告
げ
知
ら
せ
る
と
、
忽
ち
顔
色
青
ざ
め
て
暫
く
物
が
言
え
な
く
な
る
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
秀
吉
の
死
後
、
三
成
一
派
が
家
康
を
夜
襲
す
る
と
い
う
噂
の
時
に
も
彼
は
顔
色
を
変
へ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
い
い
年
配
に
な
っ
て
も
そ
う
い
う
素
直
な
人
だ
。（「
家
康
」
２２
・
１
全
４
・
３４８
）
家
康
は
、
見
栄
や
虚
勢
の
表
面
的
な
上
手
は
出
来
ず
に
、
顔
色
を
変
へ
て
し
ま
い
、
し
ば
し
は
声
も
出
な
く
な
る
小
心
者
で
あ
る
が
、
や
が
て
考
へ
終
る
と
度
胸
を
決
め
る
。
そ
う
す
る
と
梃
子
で
も
動
か
な
い
度
胸
の
男
に
な
り
、
負
け
る
と
分
っ
た
信
玄
と
の
三
方
が
原
の
一
戦
に
も
出
陣
し
、
小
牧
山
で
は
秀
吉
と
戦
い
、
あ
っ
さ
り
と
上
洛
し
て
拝
賀
も
す
る
。
危
険
に
満
ち
た
道
を
、
彼
は
、
あ
る
種
の
自
信
を
持
っ
て
踏
み
渡
っ
て
い
た
。
安
吾
は
そ
う
し
た
家
康
の
死
生
観
を
、「
そ
の
自
信
と
は
、
ま
ま
よ
、
死
ん
で
も
い
い
や
、
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
は
命
を
は
る
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
く
せ
彼
は
命
を
は
っ
て
天
下
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
命
を
は
っ
て
、
た
だ
現
在
の
生
存
を
完
ま
っ
と
う
し
て
い
た
」
と
言
う
。
所
謂
「
狸
オ
ヤ
ジ
」
で
は
あ
っ
て
も
、
義
理
堅
い
所
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
保
守
的
で
独
創
性
の
な
か
っ
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
戦
国
時
代
に
疲
弊
し
た
他
の
武
士
達
か
ら
一
目
置
か
れ
た
。
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安
吾
が
指
摘
す
る
家
康
の
「
命
を
は
る
人
」
と
い
う
事
に
関
し
て
は
、
和
辻
も
同
様
の
事
柄
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
今
川
の
人
質
と
な
っ
て
い
た
家
康
が
、
岡
崎
城
に
帰
っ
て
か
ら
三
年
目
の
年
、
岡
崎
の
近
く
で
一
向
一
揆
が
起
こ
り
、
家
康
の
家
臣
の
半
ば
が
一
揆
の
味
方
に
つ
い
た
。
長
い
伝
統
の
主
従
関
係
も
一
揆
の
前
に
崩
壊
か
と
見
え
た
が
、
戦
場
に
臨
ん
で
み
る
と
、
妙
な
現
象
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
一
揆
の
軍
が
も
う
一
息
で
徳
川
方
を
圧
倒
す
る
と
こ
ろ
ま
で
押
し
つ
め
て
行
く
と
、
若
い
家
康
は
気
が
気
で
な
く
最
前
線
へ
飛
び
出
し
て
く
る
。
そ
の
姿
を
見
る
と
一
揆
に
味
方
し
た
武
士
た
ち
の
鋒
先
が
鈍
り
、
ま
た
次
の
機
会
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
引
き
揚
げ
て
し
ま
う
」（『
日
本
倫
理
思
想
史
』
三
）
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。
上
様
の
家
康
に
は
刃
向
え
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
行
き
渡
り
、
家
康
に
叛
い
た
家
臣
も
思
い
の
外
に
深
い
主
従
関
係
の
伝
統
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
家
康
の
勝
利
は
、
徳
川
の
主
従
関
係
の
伝
統
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
三
河
武
士
だ
け
で
な
く
、
武
田
旧
臣
の
中
や
、
さ
ら
に
江
戸
に
移
封
し
て
か
ら
は
関
東
武
士
の
中
か
ら
、
家
康
に
従
う
も
の
が
続
出
し
た
。
和
辻
は
、
こ
う
し
た
秀
吉
が
恐
れ
て
い
た
家
康
の
底
力
に
関
し
て
、「
そ
れ
ら
は
長
期
間
に
徐
々
に
松
平
郷
の
主
従
関
係
の
伝
統
の
る
つ
ぼ
の
中
に
融
か
し
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
譜
代
の
臣
と
い
う
色
彩
は
、
秀
吉
の
場
合
よ
り
も
は
る
か
に
濃
厚
に
醸
成
せ
ら
れ
て
い
た
」（『
同
右
』）
と
説
く
。
安
吾
は
「
狂
人
遺
書
」
で
秀
吉
の
不
安
を
刻
銘
に
描
い
た
が
、
そ
の
予
感
は
的
中
し
、
秀
吉
亡
き
後
、
も
は
や
家
康
の
勢
力
に
拮
抗
し
得
る
者
は
な
か
っ
た
。
家
康
は
秀
吉
の
地
位
の
相
続
者
と
な
り
、
三
河
の
伝
統
的
主
従
関
係
を
全
国
的
組
織
に
拡
張
し
て
行
っ
た
。
大
名
領
国
制
と
い
う
側
面
で
は
室
町
時
代
末
期
と
変
わ
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
は
鎌
倉
時
代
の
御
家
人
制
度
に
も
劣
ら
な
い
武
士
社
会
が
出
来
上
が
っ
た
。
和
辻
の
思
想
史
の
叙
述
は
、
そ
う
し
た
集
団
的
組
織
的
な
思
想
構
造
を
語
る
。
だ
が
、
安
吾
の
そ
れ
は
、
よ
り
個
人
的
に
生
活
さ
れ
経
験
さ
れ
た
思
想
内
容
に
焦
点
が
絞
ら
れ
る
。
そ
れ
は
家
康
が
命
を
は
り
、
自
ら
の
生
存
を
全
う
す
る
死
生
観
を
語
る
所
に
表
現
の
特
質
が
あ
る
。
相
良
亨
は
、『
武
士
の
思
想
』
で
、
過
度
期
戦
国
時
代
の
思
想
に
関
し
て
、
信
玄
流
の
生
き
方
と
信
長
や
秀
吉
流
の
生
き
方
の
対
比
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は
興
味
深
い
と
言
う
。
信
長
や
秀
吉
流
の
武
士
の
生
き
方
に
対
す
る
反
省
を
欠
い
た
「
は
か
の
い
く
生
き
方
」
に
よ
っ
て
、
天
下
統
一
が
実
現
さ
れ
、
そ
れ
は
「
目
的
実
現
の
た
め
に
は
、
武
士
と
し
て
の
た
し
な
み
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
考
え
方
の
勝
利
で
あ
る
。
そ
し
て
『
川
角
太
閤
記
』
を
引
き
な
が
ら
、
秀
吉
は
「
目
口
か
わ
き
」
と
い
う
気
転
や
才
覚
で
天
下
を
取
っ
た
が
、
武
士
の
面
子
に
執
着
し
な
い
下
剋
上
の
英
雄
に
は
、
頼
も
し
い
忠
臣
は
容
易
に
求
め
得
な
か
っ
た
と
説
く
。
信
長
や
秀
吉
が
天
下
を
支
配
し
て
い
た
間
に
、
忍
耐
強
く
待
っ
て
い
た
家
康
は
、
頼
も
し
い
忠
臣
と
固
く
結
ば
れ
、
出
番
を
待
つ
間
に
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
主
従
の
「
情
誼
的
結
合
」
を
保
ち
続
け
た
。
ま
た
、
徳
川
時
代
の
儒
教
と
の
連
関
で
、
信
長
や
秀
吉
流
の
生
き
方
か
ら
批
判
さ
れ
た
信
玄
流
の
『
甲
陽
軍
鑑
』
は
、
徳
川
時
代
の
多
く
の
武
士
に
読
み
継
が
れ
た
。
そ
う
し
た
一
戦
一
戦
を
大
切
に
し
て
、
そ
の
過
程
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
生
き
方
や
、
統
率
者
の
善
悪
是
非
の
分
別
を
重
視
す
る
考
え
方
は
、
近
世
儒
教
と
関
連
す
る
。
そ
し
て
信
長
や
秀
吉
流
の
「
目
的
の
実
現
を
重
視
す
る
、
は
か
の
い
く
考
え
方
」
は
、
秩
序
を
取
り
戻
す
役
割
を
果
た
し
た
後
、
一
度
は
姿
を
消
し
た
が
、
そ
れ
は
荻
生
徂
徠
の
思
想
の
内
に
、
改
め
て
姿
を
あ
ら
わ
し
、
謙
信
流
の
生
き
方
が
『
葉
隠
』
に
受
け
継
が
れ
た
（
１５
）
。
中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
度
期
に
お
い
て
、
道
三
や
信
長
な
ど
の
戦
国
武
士
が
登
場
し
、
そ
の
後
、
秀
吉
が
切
り
開
い
た
道
を
完
成
し
、
戦
国
時
代
に
秩
序
を
与
え
た
の
は
、
家
康
の
堅
実
な
主
従
関
係
で
あ
っ
た
。
天
下
を
握
っ
た
家
康
は
、
三
河
の
主
従
関
係
を
全
国
的
に
拡
大
し
、
徳
川
幕
藩
体
制
を
固
め
た
。
主
従
の
心
情
的
合
一
が
新
し
い
秩
序
の
基
軸
を
な
し
た
。
そ
う
し
た
理
念
な
く
し
て
、
天
下
の
秩
序
の
実
現
は
不
可
能
と
見
な
し
た
の
は
、
家
康
の
知
恵
で
あ
っ
た
。
安
吾
は
、
家
康
の
こ
と
を
、
平
凡
な
保
守
家
で
は
あ
る
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
際
し
て
は
命
を
は
っ
て
乗
り
だ
し
て
く
る
気
魄
が
あ
り
、
そ
の
賭
け
は
現
実
の
誠
意
に
か
か
っ
て
い
る
点
で
、
珍
重
す
べ
き
存
在
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
「
古
狸
よ
り
は
、
む
し
ろ
お
人
好
し
の
然
し
図
太
い
と
こ
ろ
も
あ
る
平
凡
な
偉
人
」
と
呼
ぶ
。
言
葉
が
矛
盾
し
て
い
る
が
、
人
間
通
の
安
吾
な
ら
で
は
の
人
間
把
握
の
一
種
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
対
象
の
懐
中
に
飛
び
込
ん
で
、
歴
史
的
個
性
の
生
存
の
証
し
を
捉
え
る
思
想
表
現
の
特
質
が
あ
る
。
25 坂口安吾の戦国武士の死生観（佐藤）
（
註
）
（
１
）
本
稿
で
は
『
坂
口
安
吾
全
集
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
九
年
十
二
月
）
を
使
用
し
た
。
尚
、「
イ
ノ
チ
ガ
ケ
」（
１５
・
７
）
の
よ
う
に
、
作
品
の
発
表
年
（
昭
和
）
月
を
入
れ
た
。「
二
流
の
人
（
黒
田
如
水
）」（
２２
・
１
）
の
よ
う
に
、
題
名
か
ら
人
物
名
が
分
か
り
難
い
も
の
は
、（
武
士
の
名
）
を
入
れ
た
。
ま
た
本
文
か
ら
一
文
字
下
げ
て
引
用
し
た
所
に
は
、
発
表
作
品
お
よ
び
発
表
年
（
昭
和
）
月
、
そ
し
て
全
集
の
巻
号
と
頁
数
を
（「
梟
雄
」
２８
・
６
全
９
・
４００
）
の
よ
う
に
入
れ
た
。
（
２
）
そ
う
し
た
武
士
に
関
す
る
も
の
は
、『
安
吾
新
日
本
地
理
』（
２６
・
３
〜
１２
）
に
は
、「
伊
達
政
宗
の
城
へ
乗
込
む
―
仙
台
の
巻
」「
消
え
失
せ
た
沙
漠
―
大
島
の
巻
（
源
為
朝
）」
が
あ
り
、『
安
吾
史
譚
』（
２７
・
１
〜
７
）
に
は
、「
天
草
四
郎
」「
直
江
山
城
守
」「
勝
夢
酔
」「
小
西
行
長
」「
源
頼
朝
」
が
あ
る
。
（
３
）
和
辻
哲
郎
『
日
本
倫
理
思
想
史
（
三
）』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
一
年
八
月
）
（
４
）（『
安
吾
日
本
史
』
編
者
川
村
湊
（
東
洋
書
院
、
一
九
八
八
年
五
月
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
作
品
は
古
代
史
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
、
過
度
期
戦
国
時
代
の
作
品
は
「
小
西
行
長
」
の
み
で
あ
る
。
（
５
）（『
改
訂
信
長
後
記
』
桑
田
忠
親
校
註
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
五
年
四
月
）
尚
、（『
信
長
公
記
』
中
川
太
古
訳
、
新
人
物
文
庫
、
二
〇
一
三
年
十
月
）
な
ど
も
参
考
に
し
た
。
（
６
）（
西
ヶ
谷
恭
弘
『
織
田
信
長
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
も
『
信
長
公
記
』
を
主
な
典
拠
に
し
て
い
る
。「
義
父
道
三
と
の
会
見
」
の
場
面
な
ど
で
は
、
終
始
に
亘
っ
て
信
長
の
側
か
ら
意
識
的
に
演
出
さ
れ
た
解
説
に
な
っ
て
い
る
。
（
７
）
相
良
亨
『
日
本
人
の
心
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
十
一
月
）
（
８
）
奥
野
健
男
『
坂
口
安
吾
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
七
二
年
九
月
）
（
９
）
和
辻
哲
郎
『
鎖
国
―
日
本
の
悲
劇
―
（
下
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
二
月
）
の
問
題
は
、
安
吾
の
切
支
丹
史
と
の
関
係
で
、
別
個
に
検
討
す
る
。
こ
の
初
版
は
一
九
五
〇
年
で
、『
日
本
倫
理
思
想
史
』
の
初
版
は
一
九
五
二
年
で
あ
り
、
安
吾
と
和
辻
が
同
時
代
的
に
影
響
を
与
え
合
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
（
１０
）（
兵
藤
正
之
助
『
坂
口
安
吾
論
』
冬
樹
社
、
一
九
七
二
年
十
二
月
）
は
、「
夕
刊
新
大
阪
」
に
連
載
さ
れ
た
『
信
長
』
を
取
り
上
げ
て
、
長
篇
小
説
で
は
最
も
成
功
し
た
秀
作
で
あ
り
、
全
篇
が
「
死
の
ふ
は
一
定
」
に
照
準
が
あ
て
ら
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。
そ
し
て
壇
一
雄
と
同
様
に
、「
こ
の
小
説
の
中
の
、
所
々
の
言
葉
が
、
信
長
に
つ
い
て
語
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
が
坂
口
自
ら
を
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
」
と
説
く
。
（
１１
）
壇
一
雄
『
小
説
坂
口
安
吾
』（
東
洋
出
版
、
一
九
六
九
年
十
月
）
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（
１２
）
相
良
亨
『
武
士
の
思
想
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
四
年
九
月
）
（
１３
）（
庄
司
肇
『
坂
口
安
吾
論
集
成
』
沖
積
舎
、
一
九
九
二
年
十
月
）
は
、
何
故
に
安
吾
が
過
度
期
戦
国
時
代
の
乱
世
を
多
く
語
っ
た
か
に
関
し
て
、
安
吾
の
「
魔
の
退
屈
」（
２１
・
１０
）
の
「
私
は
敗
戦
後
の
日
本
が
む
し
ろ
混
乱
し
う
る
最
大
の
混
乱
に
落
ち
て
、
精
神
の
最
大
の
デ
カ
ダ
ン
ス
が
来
た
方
が
い
い
と
思
っ
た
。
中
途
半
端
な
混
乱
は
中
途
半
端
な
モ
ラ
ル
し
か
生
み
だ
せ
な
い
」
を
引
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
が
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
自
分
の
中
に
新
し
い
モ
ラ
ル
を
次
々
と
生
み
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
人
間
が
生
み
出
す
愚
行
の
数
々
に
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
、
全
肯
定
的
に
人
間
を
受
け
入
れ
た
上
で
、
更
に
そ
れ
を
つ
き
ぬ
け
て
ゆ
く
強
大
な
モ
ラ
ル
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
の
が
、
安
吾
が
生
涯
を
か
け
て
い
ど
ん
だ
テ
ー
マ
」
で
あ
っ
た
と
説
く
。
（
１４
）
菅
野
覚
明
『
武
士
道
の
逆
襲
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）
（
１５
）『
甲
陽
軍
鑑
』
や
『
葉
隠
』
の
武
士
道
の
検
討
は
別
個
に
検
討
す
る
。
尚
、「
目
的
の
実
現
を
重
視
す
る
、
は
か
の
い
く
考
え
方
」
の
反
意
語
に
「
は
か
な
さ
」
と
い
う
大
和
言
葉
が
あ
る
。（
竹
内
整
一
『
花
弁
は
散
る
花
は
散
ら
な
い
』
角
川
選
書
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
、「『
は
か
な
い
』
と
い
う
言
葉
は
、
基
本
的
に
は
む
ろ
ん
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
内
容
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
こ
に
お
い
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
よ
う
な
、
何
か
し
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
『
は
か
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
、
た
ん
な
る
気
分
で
は
な
く
、
そ
れ
を
そ
れ
と
し
て
き
ち
ん
と
自
覚
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
『
は
か
』
第
一
主
義
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
『
忙
し
さ
』
の
な
か
で
、
心
亡
ぼ
し
て
き
た
忙゛
゛
と
い
う
漢
字
は
そ
う
い
う
意
味
で
も
あ
る
何
も
の
か
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。」
と
説
か
れ
る
。
所
謂
「
は
か
の
い
く
考
え
方
」
を
目
指
し
た
信
長
や
秀
吉
で
あ
る
が
、
そ
の
人
間
的
本
質
を
考
え
る
時
、「
死
の
ふ
は
一
定
」
や
「
露
と
置
き
露
と
消
え
ゆ
く
」
な
ど
の
歌
が
想
起
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
一
個
の
武
士
と
し
て
命
が
け
で
現
存
し
た
掛
け
替
え
の
な
さ
が
感
覚
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
